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４２ 長崎大学教育学部附属中学校 １７～１９

平成１８年度研究開発実施計画書

１ 研究開発課題

脳科学研究の成果を活用した学習ステージ等を新設した教育課程や指導・評価の在り方

についての研究開発

２ 研究の概要

自己に自信を持ち，目標の実現に向けて粘り強くまい進する生徒を育成するために求め

られる中等教育期の教育活動の在り方を研究する。具体的には，①脳の前頭前野を効率的

に活性化させる活動に取り組み，学習や諸活動へ向けての脳のウォーミングアップを行う

とともに，継続的に取り組むことで自己に自信を持つ学習ステージ「ＢＥＳＴ（ Basic，

Effective，Speedy，Training ）」を新設する。その際，脳科学研究者から指導助言を受

け，トレーニング内容を開発・実施するなど脳科学研究により明らかになった知見の教育

への導入の在り方を探る。また，②多様な探究活動に取り組むことで，さまざまな面から

自己を見つめ，理解し，理想とする自己や個性，生き方について探る学習ステージ「自己

探求」を新設する。その際，長崎大学や公立高等学校との共同研究体制を生かし，生徒一

人一人の個性を引き出す探究活動を開発・実施する。

３ 研究の目的と仮説等

（１）研究仮説

① 前頭前野を効率的に活性化させる活動により，学習や諸活動へ向けての脳のウォー

ミングアップを行うとともに，継続的に取り組むことで，自信を持ち，目標に向けて

粘り強く取り組む生徒が育成できるであろう。

② 生徒一人一人の可能性を引き出す探究の場で，多様な探究活動に取り組ませること

により，さまざまな面からの自己理解が図られ，理想とする自己の実現に向けて意欲

的に歩み続ける生徒が育成できるであろう。

（２）必要となる教育課程の特例

① 前頭前野を効率的に活性化させる学習ステージ「ＢＥＳＴ」を新設する。（全学年

各８７時間）

② 理想とする自己や個性，生き方について探る学習ステージ「自己探求」を新設する。

（第１学年１３時間，第２学年６８時間，第３学年１４８時間）

（３）研究成果の評価方法

① ＢＥＳＴ・自己探求の各活動の記録を基に，活動内容や指導方法の評価・改善を行

う。また，県内の研究協力校で実施したＢＥＳＴのトレーニングやアンケートから得

られた結果を基に，公立中学校における有効性を検証する。

② 脳科学研究者による脳機能検査等のさまざまなデータを基に，ＢＥＳＴ・自己探求

の記録との照合を行いながら，各学習ステージの効果を検証する。

③ 生徒，教師，保護者及び外部に対するアンケート調査を実施し，本研究全体の評価

や２つの仮説の検証を行う。

④ 本校卒業生の学習活動や学校行事等への取組について，進学先の公立高等学校から

情報を得て，他校の卒業生との比較・分析を行う。
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（４）研究仮説と評価方法・評価事項との関連

開発する学習ステージ 脳科学研究の成果を活用した「ＢＥＳＴ」 自己の個性や生き方を探求する「自己探求」

研 学習活動 前頭前野を効率的に活性化させる活動及びその継続的な 生徒一人一人の可能性を引き出す探究の場における多様
究 取組 な探究活動
仮
説 期待する効果 学習や諸活動へ向けての脳のウォーミングアップ さまざまな面からの自己理解

育成したい生徒 自己に自信を持ち，目標に向けて粘り強く取り組む生徒 理想とする自己の実現に向けて意欲的に歩み続ける生徒

研究成果の評価方法 対象 主な評価事項 主な評価事項

ＢＥＳＴの記録 本校全生徒 トレーニング内容へ取り組む意欲等の生徒への効果及び
学習履歴の活用状況

①
研究協力校 トレーニング内容の公立中学校における有効性

自己探求講座の記録 本校全生徒 各探究活動の妥当性及び学習履歴の活用状況

脳機能検査 本校全生徒 前頭連合野，頭頂連合野，側頭連合野の各機能の状況

研究協力校 ＢＥＳＴ研究の公立中学校における有効性

日常生活調査 本校全生徒 脳の働きと生活習慣の関係 自己理解の状況
②
心理測定尺度を基にし 本校全生徒 自信，粘り強さ，耐性，行動の制御，目標に向けて取り 自己実現への意欲，自己理解の状況
た調査 組む姿勢等の状況

標準学力検査や県学力 本校第2,3 ＢＥＳＴの記録と思考・判断，知識・理解の各観点の学 自己探求の各講座における学習状況と必修教科に対する
調査等の学力検査 学年生徒 習状況との相関 関心・意欲・態度との相関

研究の評価アンケート 本校全生徒 ＢＥＳＴ研究の生徒への効果及び妥当性 自己探求研究の生徒への効果及び妥当性

本校保護者 ＢＥＳＴ研究の保護者への効果及び妥当性 自己探求研究の保護者への効果及び妥当性
③

本校教師 ＢＥＳＴ研究の教師への効果及び妥当性 自己探求研究の教師への効果及び妥当性

他校教師 ＢＥＳＴ研究の妥当性 自己探求研究の妥当性

高等学校での追跡調査 研究協力校 卒業後の学習活動や学校行事への取組等への影響 卒業後の学習活動や学校行事への取組等への影響
④
卒業生へのアンケート 本校卒業生 卒業後の学習・生活への影響 卒業後の学習・生活への影響

（注）表中の「研究成果の評価方法」の番号は，本計画書「３（３）研究成果の評価方法」の①～④と対応している。
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４ 研究計画等

（１）前年度までの研究開発の概要

① 必修教科，道徳の時間，特別活動の授業時数は，すべて現行学習指導要領と同様に

計画・実施した。

② 全学年で，年間３５時間の「ＢＥＳＴ」を新設し，毎日，朝と昼の５分間，音読や
簡単な計算トレーニングに取り組ませ，その後の学習を効果的に行うための脳のウォ
ーミングアップを行った。また，日々の学習の成果を記録させ，それまでの自己の記
録と比較させることで，自己の成長を確認させ，自信を持たせるようにした。ここで
は，トレーニング内容及び運用の仕方を開発・実践した。
③ 第１学年６５時間，第２学年１２０時間，第３学年２００時間の「自己探求」を新
設し，「学問探究」「教科探究」「社会探究」「表現探究」「地域探究」の５つの探
究活動で構成し，実施した。ここでは，各探究活動の目標・内容を開発するとともに，
指導・評価について研究した。各探究活動の授業時数は次の表のとおりである。

（２）当該年度の教育課程の内容

① 必修教科，道徳の時間，特別活動の授業時数は，すべて現行学習指導要領と同様に

計画・実施する。

② 「ＢＥＳＴ」の授業時数を，全学年８７時間とし，毎時間の授業開始前５分間で実
施する。「すらすらと行える活動にできるだけ速く取り組む」を主な開発の視点とし
て，各教科の特性を生かしたトレーニング内容を開発・実施する。その内容は，前頭
前野の活性化を図ることができるものとし，東北大学加齢医学研究所川島研究室にお
いて，光トポグラフィーを用いてトレーニングの効果を確認する。
③ 「自己探求」を，「学問探究」「教科探究」「社会探究」「表現探究」の４つの探
究活動で構成し，実施する。授業時数は，第１学年１３時間，第２学年６８時間，第
３学年１４８時間とし，各探究活動の授業時数は次の表のとおりとする。

④ 「自己探求」の４つの探究活動のねらいは，次のとおりである。
ア 学問探究…専門的な内容の講座を受講させることで，生徒の知的好奇心を喚起し，

学問に対する自己の適性を探らせる。

イ 教科探究…必修教科における自己の学習の成果や課題に照らして教科を選択し，

追究させることで，各教科における自己の学習について考えさせる。

ウ 社会探究…人類や社会の諸問題を基にして課題を設定し，追究させることを通し

て，社会と自己のかかわりについて探らせる。

エ 表現探究…さまざまな表現活動を通して，自己のものの見方や考え方を発掘し，

自己理解を深めさせる。

学問 教科 社会 表現 地域 振り
合計

探究 探究 探究 探究 探究 返り

第１学年 １８ ３５ １２ ６５

第２学年 ３５ ３５ ３５ １５ １２０

第３学年 ３５ ７０ ７０ １５ １０ ２００

学問探究 教科探究 社会探究 表現探究 合計

第１学年 １３ １３

第２学年 ２８ ２０ ２０ ６８

第３学年 ２８ ６０ ６０ １４８
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⑤ 「自己探求」の４つの探究活動の内容・指導方法は，次のとおりである。
ア 学問探究

人文科学，社会科学，自然科学，文化芸術の４つの分野の中に，高等学校や大学

における学習内容との関連を図ったさまざまな講座を開設し，長崎大学や高等学校

等からゲストティーチャーを招へいして実施する。第２・３学年合同で，同時期に

１４講座以上を開設し，生徒に選択・受講させる。

イ 教科探究

各必修教科の特性や授業における生徒の学習状況等に照らして，生徒にとって必

要性が高いと思われるものを主な学習内容として設定した講座を開設する。同時期

に，基礎・基本の習得を図る講座と応用・発展的な学習内容に触れさせる講座の両

方を合わせて８講座以上開設し，１講座３０人以内で編成できるようにする。

ウ 社会探究
人類や社会の諸問題の中から自己の課題を設定し，追究する学習活動を行う。第

２学年１月から第３学年１２月までの期間に実施し，特に第２学年では，教師や第

３学年生徒による人類や社会の諸問題についての問題提起や必修教科の学習内容・

方法との関連を図ったガイダンスを実施するなど，課題を設定させるまでの学習へ

の動機づけを工夫し，学習の充実を図る。

エ 表現探究

多様な表現活動に取り組む中で，自己を見つめさせる。学級担任を含むティーム

ティーチングで指導し，学級ごとに実施する。第１学年では，多様な表現活動を楽

しませるとともに，自己の考えを顕在化する方法や効果的な表現方法について学習

する。第２学年では，音声言語表現を中心として，さまざまな話題について討論す

る学習を中心に行う。

⑥ 「自己探求」の時間は，ねらい，学習課題，追究活動，活動形態，評価方法等，総
合的な学習の時間に実施することができると考えられるが，この研究では，「選択教
科」及び「総合的な学習の時間」を再編成し，「自己理解」・「理想とする自己の実現」
という観点から内容等を拡充して，理想とする自己や個性，生き方について探る学習
ステージとして，新設したものである。

（３）全課程の修了認定の要件（該当なし）

（４）年次研究計画

第一年次 ○自己実現の基礎を培うための学習ステージを新設した教育課程を開発

し，試行する。

○脳科学研究の成果についての研修を行い，前頭前野を効率的に活性化

させるトレーニングを開発し，実施する。

○中等教育を見直す視点や中等教育の教育活動の在り方を検討する。

○個性の探求を十分に保障し，一人一人の可能性を引き出す多様な探究

活動を設定し，実施する。

○脳科学研究者に脳機能検査の作成を依頼し，第二年次以降の実施方法

や検証の仕方について検討する。

○学習履歴を集約・保管する一つの手法として，個人カルテ（仮称）の

作成方法を検討する。

○卒業生の追跡調査や抽出生徒による調査，研究の成果を確認するため

の調査の内容や方法について検討する。
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第二年次 ○第一年次の開発・実施を踏まえて修正した教育課程を，本格的に実施

する。また，その結果を基にしながら，中等教育を見直す視点や中等

教育の教育活動の在り方を再検討する。

○前頭前野を効率的に活性化させるトレーニングを各教科において開発

し，実施する。

○脳科学研究の成果についての研修を継続し，ＢＥＳＴの実施の工夫や

脳科学の教育活動への取り入れ方について検討する。

○自己探求の各学習ステージにおける指導内容や指導方法の工夫と改善

を行うとともに，指導と評価の関連を明確にする。

① 学問探究や教科探究では，第一年次に検討した講座内容や学習の

在り方を再検討して実践するとともに，ゲストティーチャーの人材

リストの作成等を進める。

② 社会探究では，ガイダンスの内容を充実させるとともに，学習ガ

イド（仮称）を作成する。また，生徒の課題追究活動を，より効果

的なものにするための学習環境の在り方について研究する。

③ 表現探究では，学習目標・内容・方法について研究を進める。ま

た，特別活動における進路指導の学習内容との関連や内容の充実に

ついて検討する。

○個人カルテの作成に当たり，活用の仕方を検討する。

○卒業生の追跡調査や抽出生徒による調査，研究の成果を確認するため

の調査を実施する。

第三年次 ○第二年次の実施を踏まえて修正した教育課程を実施し，最終案を作成

する。

○ＢＥＳＴの実施による効果を検証する。また，開発したトレーニング

を整理し，現行の学習指導要領による教育課程の中での実施方法等を

検討する。

○自己探求の実施による効果を検証する。また，外部人材リストや学習

ガイド等の，現行の学習指導要領による教育課程における生かし方を

検討する。

○個人カルテの作成及び活用方法の検討を継続する。

○卒業生の追跡調査や抽出生徒による調査，研究の成果を確認するため

の調査を実施し，その結果を取り入れて本研究の評価を充実させる。

（５）年次評価計画

第一年次 研究成果の評価方法①

○全生徒のＢＥＳＴにおける記録（計算速度・音読速度）を蓄積・分析

するとともに，記録の伸びをとらえて生徒の指導に生かす。〔毎回〕

○自己探求の各探究活動における学習状況を観察・記録し，学習内容・

指導方法の改善に生かす。 〔活動時〕

研究成果の評価方法②

○全生徒を対象に，符号合わせテスト，トポロジーテスト，短期記憶テ

ストを実施し，脳機能の検査を行う。 〔４月，２月〕
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研究成果の評価方法③

○研究発表会において，研究構想や実践結果の発表を行い，それに対す

る参会者からの意見を研究に生かす。 〔１０月〕

○生徒，教師，保護者及び外部に対するアンケート調査等を実施し，研

究の評価に生かす。 〔１月〕

○運営指導委員会における指導助言を研究に生かす。 〔６月，２月〕

第二年次 研究成果の評価方法①

○全生徒のＢＥＳＴにおける記録（計算速度・音読速度）を抽出して，

分析するとともに，生徒の指導に生かす。

〔学活前及び任意に抽出したＢＥＳＴの指導時〕

○自己探求の各探究活動における学習状況を観察・記録し，学習内容・

指導方法の改善に生かす。 〔活動中，学級担任との面談時〕

研究成果の評価方法②

○心理測定尺度を基にした調査を実施する。 〔４月〕

○全生徒を対象に，脳機能検査を実施する。 〔５月，２月〕

○第２，３学年全生徒を対象に，標準学力検査を実施し，国語，社会，

数学，理科，英語における思考・判断，知識・理解の学習状況を把握

する。 〔４月〕

○ＢＥＳＴにおけるトレーニング結果の記録等と他のデータとの照合を

行いながら，ＢＥＳＴの取組の効果を検証する。 〔８月〕

研究成果の評価方法③

○研究発表会において，実践発表を行い，参会者からの意見を研究に生

かす。 〔１０月〕

○生徒，教師，保護者及び外部に対するアンケート調査等を実施し，研

究の評価に生かす。 〔１２月〕

○運営指導委員会における指導助言を研究に生かす。 〔５月・１月〕

研究成果の評価方法④

○公立高等学校の協力を得て，高等学校第１学年及び高等学校教師を対

象として，学習活動や学校行事への取組等についてのアンケートを実

施し，本校卒業生と他校卒業生との比較・分析を行う。 〔７月〕

第三年次 ○これまでに実施して蓄積した評価用資料を中心に分析・検討を行い，

本研究の妥当性を総合的に検証する。 〔１０月～２月〕

研究成果の評価方法①

○全生徒のＢＥＳＴにおける記録（計算速度・音読速度）を抽出して分

析し，生徒の指導に生かすとともに，ＢＥＳＴの取組の効果を検証す

る。 〔８月，１２月〕

○自己探求の各探究活動における学習状況を把握し，学習内容・指導方

法の妥当性を検証する。 〔活動中，学級担任との面談時〕

○研究協力校においてＢＥＳＴを実施し，公立中学校における有効性を

検証する。 〔４月〕

研究成果の評価方法②

○心理測定尺度を基にした調査を実施し，粘り強さ・目標へ向けて取り

組む姿勢等の変容を分析する。 〔４月，２月〕
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○全生徒を対象に，脳機能検査を実施し，３か年の変容を分析するとと

もに，ＢＥＳＴの取組の効果を検証する。 〔４月，２月〕

○研究協力校において脳機能検査を実施し，公立中学校における有効性

を検証する。 〔４月〕

○第２，３学年全生徒を対象に，標準学力検査を実施し，国語，社会，

数学，理科，英語における学習の定着度を前年度の記録と比較・分析

する。 〔４月〕

研究成果の評価方法③

○研究発表会において，研究の成果を発表し，参会者からの意見を研究

の評価に生かす。 〔１０月〕

○生徒，教師，保護者及び外部に対するアンケート調査等を実施し，研

究の評価に生かす。 〔１２月〕

○運営指導委員会における指導助言を研究の評価に生かす。

〔５月，１月〕

研究成果の評価方法④

○公立高等学校の協力を得て，高等学校第１，２学年及び高等学校教師

を対象として，学習活動や学校行事への取組等についてのアンケート

を実施し，本校卒業生と他校卒業生との比較・分析を行う。〔７月〕

５ 研究組織

（１）研究組織の概要

各教科を単位とした全体共同研究体制で，全教師が一致して研究開発課題の解決を目

指す。研究全体の企画推進を担う研究推進部を置くとともに，３つの研究パートを組織

し，全員がいずれかに所属して定期的に部会を持ち，研究実践に当たる。また，既存の

共同研究体制を生かして，各パートごとの研究を充実させる。研究全体会は，毎月１回

程度開催し，研究内容の共通理解，重要案件の決議，教科及び研究パート間での情報交

換等を行う。

研究推進部会

企画提案

運営指導委員会 指導助言 研究全体会

ＢＥＳＴ研究パート 教育課程・評価研究パート 自己探求研究パート

共同研究 共同研究 共同研究

脳科学研究者 長崎大学教育学部及び 長崎大学各学部

附属学校園 県内公立高等学校

（２）研究担当者（研究主任の氏名には○印を付すること）

職 名 氏 名 担当学年・担当教科
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校 長 中西 弘樹

副 校 長 山津 和則

教 頭 中島 清志 第１学年 数 学

教 諭 山田 喜彦 第１学年 国 語

〃 川渕 正昭 第１学年 〃

〃 赤枝ひとみ 第２学年 〃

〃 大束 康治 第３学年 〃

〃 舛田 安史 第１学年 社 会

〃 田中 啓司 第２学年 〃

〃 秋山 雅文 第３学年 〃

〃 ○ 刈山 弘全 第１学年 数 学

〃 山下 徹 第２学年 〃

〃 山本 圭介 第３学年 〃

〃 元村 義信 第１学年 理 科

〃 久松 雅洋 第２学年 〃

〃 田中 秀明 第３学年 〃

〃 伊東 雅子 第２学年 音 楽

〃 塩田 貴之 第１学年 美 術

〃 川畑 りさ 第１学年 保健体育

〃 山岡 裕子 第２学年 〃

〃 小森 悦夫 第３学年 〃

〃 神﨑 悠輔 第３学年 技術・家庭

〃 福山 理恵 第３学年 〃

〃 廣瀬 忠義 第１学年 英 語

〃 松尾 陽子 第１学年 〃

〃 大屋 茂正 第２学年 〃

〃 角家理恵子 第３学年 〃

養護教諭 木田 美代

（３）運営指導委員会

①組織

氏 名 所 属 職 名 備考（専門分野等）

田 原 靖 昭 長崎大学教育学部 教 授 学校保健

村 田 義 幸 長崎大学教育学部 教 授 教育心理学

宮 野 澄 男 長崎県教育庁義務教育課 課 長 教育行政

石 井 勝 典 長崎県立長崎西高等学校 校 長 高校教育

峯 脇 成 彬 長崎市立片淵中学校 校 長 学校経営

川 島 隆 太 東北大学加齢医学研究所 教 授 脳科学（脳機能ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ）

②活動計画

平成１８年５月 研究の方向性の確認，研究の構想・内容・計画等についての指導助言

平成１９年１月 第２年次研究の評価，第３年次実施計画についての指導助言


